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１２月に学園小学校「アフタースクール」 

の子どもたちに向けて、クリスマスを 

テーマにした読み聞かせと絵本探し 

ゲーム等のイベントを行いました。 

 

また１月には、小学校の図書委員会を対象 

に、中高図書委員会の活動を紹介する 

恒例の「会社説明会」が行われました。 

交換し、とても良い刺激を受けました！！ 

春休みには捜真女学校さんを訪問しました。 
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藤沢のジュンク堂書店で、恒例の選書ツアーを行い 

ました。また、中１が課題で作成したオリジナルの 

「本の表紙」を展示するため、書店内でコーナー 

づくりを行いました（１月いっぱいで展示終了） 

ジュンク堂書店で選書ツアー＆本の展示 

こんにちは、図書委員会・広報班です。 

今回は『英語科スペシャル！』ということで、 

英会話の先生や留学生にインタビューしました。 

また、人気の生徒対談『突撃！隣の読書家さん』では 

満を持して（？）総務のお２人が登場です。 

学園小学生たちと交流しました！ 



 

  
『Wonder』R.J.Palacio 【933/パ】日本語版『ワンダー』もあり 
 

――なぜこの本を手に取ったのですか？ 

同じ物語の映画がお気に入りなので、洋書もあわせて読みました。 

個人的には映画のほうが楽しむことができましたが、洋書のほうが 

大切にしたい言葉が印象的に心に残りました。 

――どんな本ですか？ 

“a facial difference”を持って生まれた Auggieという男の子が 

小学５年生で初めて学校に通い、〝普通ではない顔″のために多くの 

困難を経験します。人生において本当に大切なことや、大切にしたい 

ことを、登場人物を通じて深く考えさせられる物語です。Auggieの 

英語の先生による“When given the choice between being right 

or being kind, choose kind.”という言葉に強く惹かれました。 

 

――中高生のころはよく本を読んでいましたか？ 

学生のときはサッカーのクラブチームに所属していた関係で、 

本は読めませんでしたが、当時から英語が大好きだったので単語帳は 

毎日必ずチェックしていました！100周ほど繰り返した単語帳も 

           あります。 いまでも本屋の英語コーナーはわくわくします！ 

 

 

英語科 

林先生の 
オススメ本 

『Do Androids Dream of Electric Sheep?』 
Phillip K.Dick  

【933/デ】日本語版『アンドロイドは電気羊の夢をみるか？』もあり      
 

――Why did you read the book？ 

I like the writer!  It’s a great science fiction story. 

It was made into a movie called Blade Runner. 
 

（好きな作家だったからです！素晴らしいサイエンス・フィクション 

の物語で、「ブレード・ランナー」という題名の映画にもなりました） 
 

――Could you explain about the books？ 

It’s about a future world where owning “electric”pets  

is a sign of status. But, caring for these pets is difficult.  

And there bad robots in this world.  
 

（「電気」ペットを飼うことがひとつのステータスになっている近未来 

の世界が舞台です。けれど、これらのペットの面倒を見るのは難しく、 

       そしてそこには悪いロボットもいるのです。） 
 

――Did you read many books when you were student？ 

Yes! I read for school assignments and for fun! 
    

 （                       はい！学校の課題や自分の楽しみのために本を読んでいました）             

 

英語科 

キース先生
のオススメ本 



 

 

  

『Olivia』 Ian Falconer 【E】日本語版『オリヴィア』もあり      
 

――Why did you read the book？ 

I read a lot of English books to my children when they were small. 

I found “Olivia” in a bookshop in Tokyo and fell in love with 

 the illustrations and the story. The book is quite short and  

both children and adults can enjoy the humour. 
 

（子どもが小さいときに、私はたくさんの英語の本を読み聞かせしました。 

私は東京の本屋さんで「オリビア」という本を見つけて、その挿絵と物語 

に心を奪われました。短くて簡単に読めて、そしてユーモアがあるので 

子どもでも大人でも楽しめる絵本です） 
 

――Could you explain about the books？ 

Olivia is a girl pig. She lives with her family in New York City. 

 She loves eating and having adventures.  And she loves 

 fashion too! Olivia's life is very exciting, 

but sometimes her mother gets very tired...! 
 

（オリビアという名の女の子のブタさん。彼女は家族と一緒にニューヨーク 

に住んでいて、食べることと冒険することが大好き！そして、 

おめかしすることも！！オリビアの生活はとてもワクワクするけれど、 

たまにお母さんはとっても疲れちゃう…！！続きは本を読んでみてね） 

 

――Did you read many books when you were student？ 

Yes! Probably two or three books a week.  
 

（はい！たぶん週に２冊か３冊くらい読んでいました） 

 

英語科 

コレット
先生の 
オススメ本 

留学生ガブリエルくんのおススメ本 

『Dune』Frank Herbert  

【933/ハ】日本語版『デューン 砂の惑星』もあり 
 

――Why did you read the book？ 

読みたかったからです！ 
 

――Could you explain about the books？ 

Read it! It’s better than me explaining. 

ぜひ読んで！ぼくが話すよりそのほうが良いです 
 

――Did you read many books？ 

はい、たくさん読みます。 

 



  

まず、総務委員長のおススメの本は何ですか？ 

今回は生徒会総務のお二人に来ていただきました！ 

北村滋『情報と国家』 

という本です。 

父の仕事の関係で 

もともと興味のある 

分野だったので、 

手に取りました 

総務委員長 

どんな内容の本なんですか？ 

北村さんは初代の国家安全保障局トップで、この本では各国

のインテリジェンスの仕組みや、どういう機関があるのか？

ということについて説明しています 

総務委員長 

「インテリジェンス」って何なのか、わかりやすく教えて！ 

「情報」を英語でいうと、インフォメーションは情報そのも

のなんですが、インテリジェンスは「情報をさらに分析した

もの」です。だから国の安全保障にとても大切なんです。 

例えば、ウクライナでも情報が戦況に影響したりしますよね 

総務委員長 



   

 

  

もう１冊のおすすめ本は？ 

２冊目は『9．11 レポート』という本です。 

アメリカ公式の国家委員会が、テロの背景について発生

直後から詳細に調べたレポートです。実はテロの兆候が

把握されていたという事実が分かったり、にも関わらず

なぜ防げなかったのか？ということが書かれています 

学園の図書室は、結構マニアックな本が色々ある（笑） 

でも、情報機関って奥が深くて、問題も多いんです。 

たとえばアメリカのＣＩＡは、真珠湾攻撃を防ぐ目的でスター

トして冷戦下で拡大していくんですけど、予算情報すら機密な

んです。予算が分かると、活動を拡大していることが外部に漏

れてしまうから。でも「国のために必要だ」で、どんどん予算

が膨れ上がるし、実は誰も全容を把握しきれていなかったり… 

大統領に流す情報が操作される可能性も？  

総務委員長 

２冊とも、清水くん以外に読む人がいなさそうですが、なぜか図書室にある… 

総務委員長 

なるほど。インテリジェンスの重要性が分かったような気がします！ 

では、続いて副委員長のおすすめ本を教えてください 

ぼくはミステリー系の作家を 

中心に選んでみました 

 

小６のときに、親に薦められて 

綾辻行人『十角館の殺人』を読んで 

それからミステリーにはまりました 

ホームズやアガサ・クリスティなど王道系 

→ライトミステリ系『浜村渚の事件簿』 

『珈琲屋タレーラン』『ビブリア古書堂』 

→「このミステリーがすごい！大賞」作品 

をチェックするように…といった感じです 

副委員長 



  

まず１冊目のおすすめは？ 

副委員長 

今村昌弘『屍人荘の殺人』です。 

いわゆる「本格ミステリ」ではなく…ありえないもの、

現実から乖離した存在をテーマにしているので、自分が

今まで読んだものと違ったので楽しかったです。 

でも、推理要素がしっかりしているから、ミステリ好き

も充分に楽しめると思います。続きの巻もおすすめ 

２冊目のおすすめは？ 

知念実希人『天久鷹央の推理カルテ』です。 

綾辻行人が話題にしていたので手に取りました。『仮面 

病棟』など、その他にも話題作の多い人気作家です 

副委員長 

３冊目のおすすめは？ 

米澤穂信『満願』という短編集です。 

実は、習い事のコンクールでメンタルをやられていた頃

に現実逃避がてら読んだので、すごく記憶に残っている

んです…。米澤穂信さんは「古典部シリーズ」から入り

ました。『本と鍵の季節』もおもしろかったです 

副委員長 

その本を読んでいた頃の記憶と結びつくこと、よくありますよね 

ちなみに、２人とも小さいころから本をよく読んでいたんですか？ 

子どもの頃は歴史マンガとかを読んでいたけど、ちゃ

んと文字だけの本を読むようになったのは中学生から 

総務委員長 

宗田理さんの『ぼくらの』シリーズは読んでたなあ 

副委員長 

ぼくも読んでた！角川つばさ文庫のやつ 

宗田さんは戦争を経験した世代でそういう本もあるくらい

なのに、今も面白い新作を書き続けているのがすごい…！ 



 

副委員長 

角川つばさ文庫は『こわいもの係』が好きだったな。 

あとはやみねかおるさんの作品とか、ルパンやロビン

ソンクルーソーなどの名作とか…星新一さんの作品は

ひとつひとつの話は短いのに、とてもおもしろかった 

そんな２人も総務で毎日忙しいかと思うのですが、 

どうやって読書時間を作っていますか？ 

「ぼくらの」シリーズはみんな通る道なんですね！ 

副委員長 

ぼくは通学に片道１時間２０分かかるから、 

電車で読んでいます。あとはカフェとか…？ 

いまは美術と政治の関係の本を読んでいます。評論文

の練習に、興味がない本をあえて手に取ってみました 

ぼくは通学に時間がかからないから本は読めないけど、 

旅行で長距離移動する時とか、あと寝る前に読んでるかな 

総務委員長 

ところで、総務の方々にぜひ聞きたいんですが、 

ぶっちゃけ図書委員会のことどう思ってますか？ 

なるほど。そうなんですね 

ぶっちゃけ？（笑）良い意味で「異質」かな 

他の委員会は担当教員がいないけど、図書委員会は司書の先

生と協力して動くから、独自の取り組みが活発というか… 

他校との交流もあるし、がんばってると思う 
総務委員長 

副委員長 

生徒みんなへのアプローチが足らない気がしてて…なんかアドバイスください！ 

え～うーん…あ、でも廊下によく飾ってある「言葉シリーズ」

はおもしろくて好き。ああいうみんなに共感をもってもらえる

ような企画が良いんじゃないかな。 
総務委員長 

ありがとうございます！！ 


